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序章

霊長類学への招待
研究の歴史と分類の基礎

1 　　霊長類の起源と日本の霊長類学の礎

　あまり一般に意識されていないが，いわゆる先進国の中で野生のサルがいるの

は日本だけだ。日本にはニホンザルがいるが，北米やヨーロッパ諸国にサルはい

ない（図 1 参照）。

　ヒトを除くと地球上で最北にすむのがニホンザルである。下北半島のニホンザ

ルが北限のサルである。ニホンザルは雪の中でも暮らしていけるので別名スノー

モンキーとも呼ばれている。われわれ日本人は，身近な野山にサルがいて，サル

の出てくる話に慣れ親しんで育ってきた。そうした日本の自然と文化の背景が

あって，霊長類学は日本から世界に向けて発信してきた学問である。

　日本の霊長類研究は野生ニホンザルのフィールドワークから始まった。戦後ま

もない 1948 年に，当時，京都大学の無給講師だった今西錦司（1902-1992）や学

部学生だった伊谷純一郎（1926-2001），河合雅雄（1924-），川村俊蔵（1924-2002）

らによって，宮崎県幸島で野生ニホンザルの調査が始まった。当時の京大の若い

研究者たちが霊長類研究を創始した。したがって，日本の霊長類研究は 2008 年

に還暦を迎える。

　60 年の研究史の中で，霊長類学や京都大学霊長類研究所がどのように歩んで

きたかについては後述するとして，ここではまず，分類学的な概要を理解してお

こう。

日本の霊長類学の創始者たち
（左下から川村，今西，伊谷，上は徳田）
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　まず，たいせつなこととして，霊長類とは「ヒトを含めたサルの仲間」のこと

である。ヒトは霊長類であり，哺乳類であり，脊椎動物である。霊長類すなわち

サル，という誤解を正したい。したがって人間と霊長類という対置も論外だ。「ヒ

トとそれ以外の霊長類」というならば話はわかる。また＜サルからヒトへ＞とい

う表現で人類進化を語るのも不適切だろう。サルはサル，ヒトはヒト，共通の祖

先から分かれて今日の姿になった。霊長類学は「サル学」ではない。霊長類学は，

霊長類の研究を通じて人間の本性の進化的起源を考察する学問であり，人間学で

もある。

　現生する霊長類は約 220 種いるが，基本的に曲鼻猿類（または曲鼻類）と呼ば

れる原始的な特性を維持している霊長類と，より「高等」な直鼻猿類（または直

鼻類）とに分けられる（表 1）。曲鼻猿類という分類名称は一般の読者にはあまり

なじみがないだろうが，嗅覚の発達した原始的なサルを含み，キツネザル類とロ

リス類の二つのグループに分けられる。かつてはこの曲鼻猿類とメガネザルをま

とめて「原猿類」として分類していたのだが，様々な分野の研究から，メガネザ

ルがキツネザル類やロリス類などよりも真猿類により近いことが判明し，現在で

は直鼻猿類としてまとめられている。したがって正式な分類体系では「原猿類」

という名称は使わなくなっている。

　一方，直鼻猿類は我々ヒトや「サルらしいサル」を含むグループで，メガネザ

図 1　ヒト以外の現生霊長類の分布と京都大学霊長類研究所の海外研究拠点。黒の領域が分布。
灰色の丸が野外研究調査地。白丸は化石調査地。（国内調査地は省略した）
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表 1　霊長類の分類表

プレシアダピス類（偽霊長類）Plesiadapiformes
プルガトリウス　Purgatorius
カルポレステス　Carpolestes

霊長類（目）Primates
　曲鼻猿類（亜目）Strepsirrhini
　　　　キツネザル類（上科）Lemuroidea（or Lemuriformes）
　　　　ロリス類（上科）Lorisoidea
　　　　アダピス類（上科）Adapoides（or Adapiformes）
　　　　　　　　　　ノタルクトゥス科　Notharctidae
　　　　　　　　　　アダピス科　Adapidae
　　　　オモミス類（上科）Omomyoides（or Omomyiformes）
　　　　　　　　　　ミクロケルス科　Microchoeridae
　　　　　　　　　　オモミス科　Omomyidae
　直鼻猿類（亜目）Haplorrhini
　　　メガネザル類（科）Tarsiidae
　　　真猿類　Anthropoidea
　　　　広鼻猿類（下目，＝新世界ザル，南米ザル）Platyrrhini

クモザル類（科）Atelidae
サキ類（科）Pithecidae
マーモセット類（科）Callitrichinae

　　　　狭鼻猿類（下目）Catarrhini
　　　　旧世界ザル（＝オナガザル上科）Cercopithecoidea
　　　　　　　オナガザル類（科）Cercopithecidae
　　　　　　　コロブス類（科）Colobidae
　　　　ホミノイド類（＝ヒト上科）Hominoidea
　　　　　　　小型類人猿（テナガザル科）Hylobatidae
　　　　　　　大型類人猿（オランウータン科）Pongidae
　　　　　　　アウストラロピテクス類（科）　Australopithecidae

アウストラロピテクス　Australopithecus
パラントロプス　Paranthropus

　　　　　　　ヒト科（＝人類）Hominidae
　　　　　　　　ヒト亜科　Homininae

ネアンデルタール人　Homo neanderthalensis
現代人　Homo sapiens
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ル類と真猿類に分けられる。後者はさらに，中南米（＝新世界）に生息する広鼻

猿類（または広鼻類）とアフリカやアジアといった旧大陸に生息する狭鼻猿類（ま

たは狭鼻類）に分かれていて，狭鼻猿類はさらに旧世界ザルとホミノイドという

二つの大きなグループに分けられる。旧世界ザル類は，オナガザル科とコロブス

科に分けられるが，前者は雑食性の傾向が強く，マカクやヒヒなどが含まれる。

後者はリーフモンキーとも呼ばれ葉食性の種が多い。我々日本人になじみの深い

ニホンザルはオナガザル科に含まれるマカク属の一種である。

　ホミノイド類は類人猿と我々ヒトを含んでいる。類人猿は，小型類人猿と呼ば

れるテナガザル類と，大型類人猿とに分けられる。大型類人猿はさらに，東南ア

ジアのオランウータンとアフリカのゴリラ・チンパンジー・ボノボに分けられる。

従来，大型類人猿はオランウータン科としてまとめられることが多いが，分子生

物学的研究ではアフリカ産大型類人猿は厳密には単系統群を形成していない可能

性が強いので，この分類を採用しない研究者も多い。現在，希少動植物の国際商

取引を規制する「ワシントン条約」や，それに対応する国内法である「種の保存

法」といった法令上は，大型類人猿は「ヒト科」として分類されている。つまり，

ヒト科には，ヒトだけでなく，チンパンジー，ボノボ，ゴリラ，オランウータン

がいる。

　ところで現生哺乳類の中では霊長類の起源は比較的古く，中生代末の約 6500

万年前には出現していたと考えられている（図 2）。中生代のうちに霊長類の系統

は他の哺乳類から分岐していたとする分子遺伝学的研究結果もあるが，化石記録

では確認されていない。その後，新生代初期の暁新世後半の地層から確実に霊長

類とされる化石（真霊長類 Euprimates）が見つかっている。この頃の霊長類はア

ダピス類とオモミス類という大きな二つのグループに分けられるが，このうちア

ダピス類から現生の曲鼻猿類が，オモミス類からメガネザルと真猿類が分岐した

とされる。真猿類の出現時期に関しては論争があるが，約 4000 万年前にはすで

に出現していた。

　真猿類の中で広鼻猿類と狭鼻猿類の分岐時期に関しては議論があるが，約

3500 万年前には分かれていただろう。その後，広鼻猿類は隔離された南米大陸

の中で独自の進化をとげた。一方，旧世界に残った狭鼻猿類の中でいくつかの系

統が出現したが，現在まで生息している旧世界ザル類とホミノイド類が分かれた

のは約 2500 万年前とされている。この二つの系統のうち，最初はホミノイド類
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の方が優勢だったが，その後衰退してしまい，現在では限られた地域に生息して

いるのみである。一方，旧世界ザル類は中新世後半から急速に適応放散を遂げ，

旧大陸全体に分布するに至った。中でもマカク類はアフリカ大陸北西端から極東

の日本列島まで広範囲に分布しており，その適応能力の高さを示している。

　最近では，生物の分岐年代は，分子系統解析を抜きにしては語れなくなってき

た。分子系統学はいろいろな試みから始まったが，最初にヒトとチンパンジーの

分岐が約 500 万年前であることを明確に示したのは，免疫学的な距離から推定

したサリッチとウィルソンによる 1967 年の研究だった。これは多くの人類学者

にとって大きな衝撃だった。化石人類学者は，当時ヒトと大型類人猿の分岐は約

図 2　化石および形態から推測した霊長類の分岐図
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1400 万年前という推測をくだしていたので，サリッチたちの推定は到底受け入

れられるものではなかったのだ。しかし，最近では形態学者や化石学者も，分子

時計の正確性と客観性を認め，分子系統進化のデータを信憑性のあるものとして

受け入れるようになった。その傾向はゲノム解析が進むに従ってますます高まっ

ている。

　2001 年にはヒトゲノム計画が完了し，約 30 億の全 DNA 塩基配列の概要が解

読された。2005 年にはチンパンジーゲノム計画が完了した。両者の DNA の塩

基配列の違いは約 1.23% だということが判明した。ウマとシマウマの DNA の塩

基配列の違いは約 1.5% と推定されているので，ヒトとチンパンジーがきわめて

近い存在だということがわかる。2007 年には，アカゲザルの全ゲノム解析も完

了した。ヒトとの差は約2.5％だった。今後，さらに広範な種でゲノム解析が進み，

ポストゲノムの機能解析研究が発展するだろう。それによって，霊長類の系統と，

そこにおけるヒトの位置がさらに明確になると期待される。図 3 に，分子系統解

析から推測された各系統群の大まかな分岐年代を示した。先に示した地史，化石，

形態の系統図と比較すると霊長類の進化的分岐の態様がより明らかになる。

図 3　DNA からみた現生霊長類の分岐推定年代（単位は百万年）


